








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 6月から 9月の期間における 5つの事例では、ごっこ遊びの中で、「表現」とい
うことにおいて、一人一人の幼児が、それぞれなりたいもの・役になって、それら
を言葉や動きで表現しながら遊ぶ姿がとらえられた。そして、遊びの中で、幼児が
表現する姿から、幼児の「社会認識」について、その内容を、さらに次の 4つの視
点から分析していった。
•家庭や仕事における役、役割などの視点
•役を意識した言葉、ことば使いなどの視点
•仕事の内容、役割についての視点
•物の意味・使い方、仕組みなどについての視点、
　である。「社会認識」について分析した内容を、次のページに一覧にして示すこ
とにする。
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○ 5つの事例のごっこ遊びにおける幼児の社会認識の内容・分析
〈事例 1〉
おうちごっこ・
車作り
〈事例 2〉
車で遊ぶ
高速道路作り
〈事例 3〉
アイスクリーム
やさん
〈事例 4〉
バーベキューの
店
〈事例 5〉
宅急便やさん
社会的機能の部分的な認識・水準Ⅱ・Ⅲ
役 •家族の一員
（父・兄・ネコ）
•道路の ETC
を操作する人
•アイスクリー
ム店の店員
•バーベキュー
店の店員
•宅急便の会社
の人
言葉
•出かける時、
帰ってきた時
の挨拶
•ネコへの言葉
かけ
•家族の全員へ
の声かけ
• ETC の動き
に関して、車
が通れるかど
うかの声かけ
•車を走らせよ
うとしている
友達に道路の
様子の声かけ
•客への声か
け、挨拶
•客に注文を聞
く言葉
•客に待っても
らう言葉
•電話での注文
と受ける言葉
•客への声か
け・挨拶
•注文を聞く言
葉
•肉の焼き具合
の説明の言葉
•肉や料理を出
す時の言葉
•客への挨拶、
言葉がけ、注
文を聞く言言
葉
•品物を届ける
時の言葉
•時間を確認す
る言葉
仕事の内容・役割
•髪を整える
•料理を作る
•学校へ行く
•ネコの餌を作
り、ネコに与
える
•車に乗る
•運転する
•おやつを買っ
てくる
（製作した車を
走らせることが
できる高速道路
を作ってあげた
い）
•高速道路の数
か所で、ETC
を動かす
•客に声をかけ
る
•挨拶をする
•メニューを見
せる
•注文を聞く
•注文された物
を作る
•アイスクリー
ムを売る
•テントの中で
バーベキュー
を用意する
•客に、注文を
聞く
•皿や食器を並
べる
•肉を焼く
•料理を出す
•宅急便やさん
として品物を
届ける
•品物を届けて
良い時間を聞
く
•宅急便の人同
士で連絡をと
る
物の意味・使い方・仕組み•おしゃれ（ブ
ラシで髪を整
える）
•ネコは、靴を
履いていない
•車の内部の作
り
•ハンドルがあ
る位置
•高速道路
•高速道路に
ETCがある
•ETCの動き
•高速道路が通
っているとこ
ろや道路から
見える景色
（川の上・橋
など）
•店のマーク
•カウンター
•レジがある
•メニュー
•アイスクリー
ムディシャー
の使い方
•アイスの種類
•注文があった
物を配達する
•テント
•肉を焼くコン
ロ
•肉の焼き網
•肉の焼き方
•椅子、テーブ
ルの設置
•食器や料理の
並べ方
•宅急便やさん
のマーク・看
板（設置）
•宅急便やさん
の仕事
•携帯電話の使
い方・扱い方
•届ける箱の中
には、品物が
入っているこ
と
5 　まとめと今後の課題
　本研究の目的は、幼稚園生活における幼児の表現に関する育ちの中で、幼児の社
会認識の芽生えについて明らかにすることであるが、各時期のごっこ遊びにおける
事例の分析・考察を深める中で、幼児の「表現」における育ち、「社会認識」に関
する育ちについて、次の内容が明らかになった。
○幼稚園生活における幼児の「表現」の育ちについて
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•ごっこ遊びの中では、幼児が自分のやりたいことを表現している姿や、身の
回りの生活や社会の中で見たこと、経験したことをもとに表現している姿、
大人の様子や出来事などを模倣して表現する姿などがとらえられた。そのよ
うな姿から、自分からやってみよう、表現してみようという意欲や、時期を
経て、遊び方の変容とともに、表現方法の広がりがとらえられた。また幼児
が自分の役割などを意識し、表現して遊ぶ姿の中に、イメージを広げながら
遊びを進めている姿や、遊びの中での気づきから表現方法を変化させていく
姿など、表現の育ちがとらえられた。
•遊びの中で、幼児が自分の思いを友達や教師と伝え合う姿や、幼児が周囲の
友達や教師などの相手を意識し、どのように言葉や動きで表現したらよいの
か、ということを考えながら表現している姿などもとらえられた。また人と
のかかわり（友達・他学年の教師）の広がりにおける育ちの変化もとらえられ
た。これらは、遊びの中において、人とのかかわりを意識した表現・社会性
の育ちにつながっていると考えられる。
○表現における幼児の「社会認識」における芽生えについて
•それぞれの遊びの中で、幼児が家庭における生活や社会の中で認識したこと
を基に、場や物を作ったり、遊びの中に取り入れ、表現したりして遊ぶ姿が
見られた。その中で、物や物事の仕組み、店のつくりや配置などを始め、店
における仕事の手順なども部分的に理解し、表現しながら楽しむ姿がとらえ
られた。これらは社会認識の芽生えの姿であると考える。
•また幼児が見たことや体験したことを模倣して表現している段階から、遊び
を進めているうちに、自分で物事や人の役割・言葉などを考え表現したり、
知らなかったことに気付いて、理解し行動を変えていくなど、物事への認識
や社会認識を深めている姿もとらえられた。
•ごっこ遊びの中で、幼児が、自主的・主体的に物や人とかかわり、場や遊び
に使う物や必要な物を作ったりして遊びを進めながら、身の回りの生活や社
会において認識したことを表現し、体験しながら認識を深めていた。このよ
うな姿は、遊びへの取り組みを通しての幼児の主体的・対話的な学びの姿の
一つであると考える。
○ごっこ遊びにおける環境・教師の援助について
〈環境〉
•毎日の生活、一日の生活の流れの中で、幼児が自由にやりたいことをして遊
ぶことができる時間が保証されている、という保育の流れ、環境であったこ
とから、幼児が自分の思いを表現し、実現しながら遊ぶことができていたの
だと考える。
•空間や時間を始め、空き箱などの廃材や材料・用具などが、予想される活動
に合わせて保育室の製作コーナーに適度な量置いてあり、積木なども含め、
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それらが自由に使えるようになっている環境であったので、幼児が自分の考
えやイメージを、自主的に表現していくことができたのだと考える。また、
そのような中で、同じ興味をもった友達と、ごっこ遊びを自主的に展開して
いけたのだと考える。
•また教師が用意した、実際のブラシやステンレス製の焼き網、アイスディッ
シャー、アイスクリームや宅急便やさんのマーク（ヘヤーバンドにつけられる
ようになっている）なども、幼児が興味のあるものについての意識や憧れの
思いを高め、それらを使って表現してみたいという意欲につながっていった
と考える。
〈教師の援助〉
•教師の援助では、幼児の思いやイメージしていることなどをとらえながらの
素材や用具などの提示や、言葉がけ・働きかけなどのかかわりをしていた。
また幼児が自分で経験したことを思い出し、気付いたことを表現していくき
っかけとなるような物（ETCの棒）の提示や、店などの遊びでは、幼児が作
ったものを喜んで受け止め、客となって注文していくなどの働きかけをして
いた。これらのかかわりは、幼児の遊びにおける表現意欲を高め、幼児のも
っている考えやイメージを引き出すことにつながっていったと思われる。ま
た、アイスやさんや宅急便やさんの遊びでは、幼児がまだ認識できていない
ことに気付かせるなどして、幼児の物事への認識を広げていたと考える。
○ごっこ遊びの中で、幼児の表現意欲が高まり、表現方法が広がっていく姿や、
社会認識についても少しずつ深めている姿がとらえられたが、これら幼児の
「表現」と「社会認識」における育ちの背景として、幼稚園教育の基本である
「環境を通して行う教育」の実践が支えとなっていたと考えられる。
○本研究では、幼稚園で生活する 4歳児クラスの保育観察の記録から、幼児の表
現の育ちと社会認識について明らかにしていった。今後の課題としては、 5歳
児クラスにおける遊びの中での幼児の表現・社会認識の育ちについて明らかに
していきたい。
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